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回数 日時 内容 参加人数 
１ 平成 27年 10月 DVD視聴 「病気は回復過程である」 12名 
２ 平成 27年 11月 病気 Disease   看護   Nursing 12名 
３ 平成 27年 12月 人間 Human    環境   Environment 12名 
４ 平成 28年 1 月 第 1章 換気と保温 Ventilation and Warming 11名 
５ 平成 28年 2月 第 3章 小管理   Petty  Management 12名 
６ 平成 28年 3月 第４章 音      Noise 14名 
７ 平成 28年 6月 第５章  変化       Variety 11名 

























































































































・ 4 人の病室の温度管理において， 3 人は適温だ



















































































































































































































































看護研究，医学書院，24，（ 2 ）， 2 － 9 ．
河部房子（2007）：F．ナイチンゲールの著作から認識
を探る研究方法論に関する学び，総合看護，現代社，
（ 1 ）， 5 －16．
河部房子（2006）：F．ナイチンゲールの認識に描かれ
ている観察と経験との連関を読みとる試み，総合看
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ナイチンゲールの看護思想を実践に活かすための研究会の取り組みと課題─「ナイチンゲール看護研究会・滋賀」の歩みから─ 
